
ュ削
期Ｉ

　
次
の
問
題
の
解
答
を
別
紙
解
答
用
紙
に
記
せ
。
解
答
に
際
し
て
は
、
鉛
年
を
使
用
す
る
こ
と
。
硬
年
に
よ
る
書
写
力
も
合
わ
せ
て
評
価
す
る
。

間
１
　
図
版
の
作
品
を
み
て
、
作
品
名
、
年
者
、
時
代
背
星昼

書
か
れ
て
い
る
内
容
、
科
道
史
の
中
で
の
位
世
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
よ
。
ま
た
、
自
分
が
こ
の

古
典
作
品
を
臨
書
す
る
際
に
、
気
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
よ
。

（簿
答
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
作
品
名
＝

〈風
信
帖
〉
、
筆
者
＝
空
海
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
平
安
時
代
、
弘
仁
初
期
に
書
か
れ
た
、
空
海
か
ら
最
澄
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
こ
と
、
中
国
の
唐
時
代
や
日
本
の
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に

か
け
て
盛
行
し
た
王
稜
之
を
基
盤
と
す
る
中
国
科
法
に
よ
っ
て
科
か
れ
て
い
る
こ
と
、
空
海
が
の
ち
に
三
年
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
な
ど
に
触
れ
て
い
る
こ
と
。

・
臨
書
す
る
際
の
留
意
点
と
し
て
、
字
形
や
筆
法
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
。

問
２
　
次
の

（１
）
～

（３
）
の
語
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

（１
）

甲
骨
文

（２
）

和́
様

（
３
）

鈍
塗
千
伝

〈癖
答

の
ポ
イ
ン
ト
）

（１
）
甲
骨
文

・
甲
骨
文
が
、
お
も
に
中
国
の
殷
時
代
後
期
に
用
い
ら
れ
た
文
字
で
、
王
室
の
祭
祀
、
戦
争
、
農
作
物
の
攣
凶
、
狩
猟
な
ど
に
つ
い
て
、
亀
甲
や

獣
骨
を
用
い
て
占
い
、
そ
の
結
果
を
甲
骨
や
獣
骨
に
鋭
い
刃
物
で
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
、
線
は
細
く
、

直
線
的
で
あ
る
こ
と
、
象
形
文
字
の
ほ
か
、
会
意
、
形
声
、
仮
借
に
よ
る
文
字
も
あ
り
、
文
字
と
し
て
か
な
り
発
達
し
た
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ

と
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
。

（２
）

和

様

・
の
ち
に
三
跡
と
称
さ
れ
る
平
安
時
代
中
期
に
活
肥
し
た
小
野
道
風
、
麻
原
佐
理
、
藤
原
行
成
ら
に
よ
っ
て
を死
成
さ
れ
た
、
中
国
書
法
を
お
だ
や
か

か
つ
流
麗
に
表
現
し
た
書
法
、
書
風
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
説
明
し
て
い
る
こ
と
。
　

ま
た
、
和
様
の
成
立
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
文
化
の

国
風
化
に
関
連
づ
け
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
。

（
３
）

執
笙
藤
い

・
執
準
法
が
腕
法

（年
の
樹
え
方
）
と
指
法

（筆
の
持
ち
方
）
か
ら
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
年
の
構
え
方
の
代
表
的
な
例
と
し

て
、
懸
腕
法
、
提
腕
法
、
枕
腕
法
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
年
の
持
ち
方
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
双
鉤
法
、
単
釣
法
の
二
つ
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

〔Ｂ
類
菩
道
コ
ー
ス

対
象
〕

書
道
実
技

・
書
道
理
論
　
解
答
例

一
般
選
抜
前
期

私
費
外
国
人

帰
　
国
　
生

令
和

５
年
度


